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◆総合計画における位置付け等 平成20年6月　日記入

平成20年度　施策評価シート

事業費/
人員

11,640.0

指標５
（単位：%）

指標３
（単位：件）

事業費/
人員

指標４
（単位：％）

指標５

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

指標４

指標３

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

第１章　安心して生活できる福祉社会をつくります

第５節　社会保険制度の充実に向けて

国民年金制度の充実に向けて

年金相談件数（件）指標２

指標１

61

43,050

11510

健康福祉局

国民年金課

１　施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

永井利夫課長名

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

合計

事業費

人件費

指標名

237,015

＊人件費は、職員一人あたり　Ｈ17：805万円、Ｈ19：805万円として算定。人口は、66.7万人（Ｈ18.4.1現在）、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）とした。

電算システムの改修がなかったため

72

国民年金制度は、老後生活の安定を確保していくためや、将来、障害になった時の生活保障のため、重要な生活安定の基盤を担って
いる。このため、法定受託事務を処理基準に従い適切な事務処理を行い、市民に対し制度の理解を深め、市民サービスにつながる事
業を実施するとともに、社会保険事務所や各種協議会を通じ、制度の改革や充実に対し国に要望していく。また、相談業務の充実に
向けて、国民年金推進相談員の配置や出張所職員を含めた研修会を計画的に実施し、意識の高揚を図る。

２　事業費・人員      　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

年度 増減の主な理由

３　成果・活動指標

平成17年度（決算）

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

国民年金推進相談員の配置（人数）を現行
どおりと想定し、現行の相談件数を維持す
る。

12,856.0

100.0 100.0

目標値 実績値 実績値実績値 目標値 目標値 目標値

100.0100.0

29,337.0

100.0

29,000.0 25,000.0 20,000.0

100.0指標１
（単位：%）

事業費/
人員

指標２
（単位：%）

事業費/
人員

事業費/
人員

平成19年度（決算）

47,840 43,050

189,175

指標の基準値の定義 目標値の考え方（根拠）

国民年金に係る各種届出が処理され
た割合（％）

基準値

国民年金に係る各種届出が処理された割合（％）
（処理された件数／受付件数）×１００

窓口での相談・受付体制の充実､国民年金制度の普及・啓
発を図るために配置している国民年金推進相談員の取扱
い件数

国民年金制度の目的を達成するため、市町
村事務処理基準に従い適正な事務処理を
行う。



課題

国民年金は、将来にわたり安心して生活できる社会を実現するため最も重要な制度であるが、依然として無年金者の発
生や低額年金受給者が問題となっている。このため、年金制度の理解を深めるため周知活動の徹底と、相談業務の充実
に向けた取組みや、制度の見直しを含め、救済措置等を国に対し要望をしていくことが必要である。

解決策

法定受託事務を処理基準に従い適切な事務処理を行い、市民に対し制度の理解を深めていただくことが最も重要であ
る。そのため、あらゆる研修に参加し、職員の資質の向上を図るとともに、広報媒体を利用しての年金制度の周知に努め
る。また、関係機関と連携し、制度の改革や充実を国に対しての働きかけが必要である。

市民満
足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

Ｂ

４　市民満足度調査結果（平成20年度実施分）
○この施策の満足度は2.915で121施策の中で119番目。
○重要度は4.135で27番目である。
○改善要望度は0.3806で6番目である。
○年齢別にみると、満足度は60代で最も高く、40代で最も
低くなっている。重要度は50代で最も高く、70歳以上で最も
低くなっている。
○地区別にみると、満足度は北部で最も高く、南部で最も
低くなっている。重要度は北部で最も高く、津久井で最も低
くなっている。

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

視点の
種類

５　１次評価（２つの視点から評価を行う）

有効性

Ｈ18評価点

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事業
展開している

評価基準・
着眼点

評価点

4　2　1

4　2　1

合計

１次評価

Ｂ

２次評価

4
評価結果に基づく区分（２項目の合計点数による）

　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

７　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

Ｂ

６　課題と解決策（現状または、評価結果から）

4　2　1

前回（Ｈ18）評価結果との比較分析

4　2　1

国民年金制度の充実に向けて

津久井
南部

西部

北部

3世代同居・その他

子供あり親子世帯

夫婦のみ世帯

単身

70歳以上

60代

50代

40代 30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.178

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　

←
　
重
要
度
　

→
　
低
い

平均　3.859



コード 11510

構成事務事業一覧

単位：千円

事務事業
担当課

構成事務事業
Ｈ19決算見込

（事業費）
Ｈ20予算
（事業費）

Ｈ21見込額
（事業費）

事業効果
の高い

指標番号

前回の
優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17決算額
（事業費）

Ｈ１７合計
（人件費含む）

国民年金課 国民年金事務事業 43,050 43,967 48,598 1.2 法 23.50 47,840 237,015

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

43,050 43,967 48,598 23.50 47,840 237,015

国民年金制度の充実に向けて


